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今
後
は
市
主
催
の
見
学
ツ
ア
ー
や
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
交
流
物
産
展
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
様
々
な
分
野
で
活
発
な
交
流
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
２
日
A
、
シ
ー
サ
イ
ド
ふ
れ

あ
い
広
場
に
お
い
て
、「
お
が
つ
産

業
ま
つ
り
＝
東
部
漁
協
・
海
鮮
市
ウ

ニ
ま
つ
り
＝
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
早
朝
５
時
半
か
ら
順
番

を
待
つ
方
も
い
て
、
開
会
前
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
実
行
委
員
長
の
開

会
宣
言
を
合
図
に
、
ウ
ニ
の
販
売

が
始
ま
り
、
列
を
つ
く
っ
て
い
た

大
勢
の
方
々
が
新
鮮
な
ウ
ニ
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
６
、０
０
０
人
を
超
す
買
い
物
客

が
訪
れ
、
雨
の
た
め
「
雄
勝
法
印
神
楽
」
や

「
伊
達
の
黒
船
太
鼓
」
の
演
奏
な
ど
は
中
止
に

な
っ
た
も
の
の
、
雄
勝
硯
・
ク
ラ
フ
ト
製
品
な

ど
の
物
産
販
売
、
ウ
ニ
販
売
の
ほ
か
、
抽
選
会
、

ウ
ニ
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
餅
の
無
料
配
布
、
獅

子
舞
な
ど
を
楽
し
み
、
終
日
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

山
形
県
河
北
町
交
流
事
業 

開
催 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
ツ
ア
ー
」

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
ツ
ア
ー
」 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
ツ
ア
ー
」 

を
求
め
て
六
千
人 

ウ
ニ
ウ
ニ 

ウ
ニ 

６
月
２５
日
A
、
友
好
都
市
で
あ
る
山
形
県
河

北
町
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、「
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
ツ
ア
ー
」
が
道
の
駅
・
上
品
の
郷
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
４６
人
が
参
加
し
、
山
形
県
の
名
産
で

あ
る
真
っ
赤
に
熟
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
存
分
に

味
わ
っ
た
ほ
か
、
河
北
町
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

「
サ
ハ
ト
べ
に
花
」
で
は
、
特
産
品
の
紅
花
の

栽
培
や
歴
史
な
ど
を
映
像
で
見
学
し
ま
し
た
。

各
施
設
を
訪
れ
た
際
に
は
、
た
く
さ
ん
の
地

元
の
方
々
か
ら
大
き
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

山
形
県
河
北
町
と
は
、
旧
河
北
町
が
同
じ
町

名
が
取
り
持
つ
縁
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

物
産
販
売
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、
今

年
の
１
月
に
市
と
友
好
都
市
の
締
結
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▲田宮町長さんなど多くの方々から
歓迎を受けました▲あまくておいしいね

▲うわー!! 動いてるー!!

▲雄勝名物!? すずりんとじゃんけん大会

▲開会前のウ
●

ニ
●

販売所の行列
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北上川の大自然を舞台に活動を行う「水と

緑の環境フォーラム・ものう（会長・白石定

利さん）」は７月８日G、北上川を船で遊覧

する「北上川クルージング」を行いました。

この事業には、市内約80人の方々が参加

し、北上川の歴史や自然環境について学びま

した。

脇谷閘門の通過体験では、門が開くと参加

者から大きな歓声があがり、歴史の深い北上

川分流施設の通過体験に大満足していまし

た。

このコーナーでは、催し物やまちのできごと、地域の情報などを紹介します。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ
い
に
！ 

も
の
う
ふ
れ
あ
い
祭
へ
の
参
加
を
楽
し
み
に 

郷
土
芸
能 

　
　
　
　
　  

　
人
が
受
講 

110

「
は
ね
こ
塾
」 

「
は
ね
こ
塾
」 

広
渕
地
域
会
議
（
小
野
寺
文
夫
会
長

会
員
２１
人
）
で
は
、
よ
り
住
や
す
い
地
域

と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

６
月
１１
日
A
、
早
朝
　
安
全
に
生
活
で

き
る
道
の
あ
る
ま
ち
　
を
実
現
す
る
た

め
、
地
域
会
議
構
成
員
、
東
北
電
力
職
員
、

交
通
安
全
協
会
広
渕
分
会
員
な
ど
４４
人
が

参
加
し
、
広
渕
地
区
内
に
あ
る
８６
カ
所
全

て
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た
。

鹿
又
地
域
会
議
（
女
川
清
一
会
長
　
会

員
２８
人
）
で
は
、

住
ん
で
い
て
、
気
持

ち
の
よ
い
き
れ
い
な
生
活
環
境
づ
く
り
�

の
一
環
と
し
て
今
回
初
め
て
違
反
広
告
物

の
除
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
月
２５
日
A
に
実
施
さ
れ
た
除
去
作
業

に
は
、
み
や
ぎ
違
反
広
告
物
除
去
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
会
員
に
市
長
も
加
わ

っ
た
４１
人
に
よ
り
、
曽
波
神
行
政
区
内
の

市
道
沿
線
に
あ
る
電
柱
な
ど
に
張
ら
れ
た

消
費
者
金
融
や
風
俗
関
係
の
チ
ラ
シ
約
７０

枚
を
き
れ
い
に
は
が
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
も
の
う
ふ
れ
あ
い
祭
・
は
ね
こ
踊
り
パ
レ

ー
ド
」
へ
の
参
加
を
目
的
に
、
７
月
１
日
か
ら

５
回
の
日
程
で
『
郷
土
体
験
「
は
ね
こ
塾
」
』

が
中
津
山
第
一
小
学
校
体
育
館
で
開
講
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
郷
土
愛
や
郷
土
の
誇
り
を
も
て
る

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
推
進
し
よ
う
と
、
河

南
桃
生
商
工
会
青
年
部
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

桃
生
地
区
を
中
心
に
市
内
の
小
学
生
以
上
の

方
々
約
１１０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
練
習
と
な
る
こ
の
日
は
、
手
の

動
き
と
足
の
動
き
を
分
け
て
の
基
礎
的
な
練
習

が
中
心
で
し
た
。
受
講
者
は
パ
レ
ー
ド
へ
の
参

加
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
は
ね
こ
踊
り
を
上

手
に
踊
れ
る
よ
う
真
剣
な
様
子
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

違
反
広
告
物
を
除
去

違
反
広
告
物
を
除
去 

違
反
広
告
物
を
除
去 

脇谷閘門を通過体験 脇谷閘門を通過体験 


